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事故当日と同じ1月24日に開催された「安全の集い」では参加者全員で
伯備線触車事故を振り返るとともに、安全に対する思いを共有した

事故現場にて亡くなられた仲間の御霊に
花を手向けた

　

参
加
者
全
員
で
御
霊
に
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、

改
め
て
安
全
の
誓
い
を
新
た
に
し
た

式
典
に
て
安
全
の
碑
に

花
を
手
向
け
る
参
加
者

「
安
全
の
集
い
」終
了
後
に
行
わ
れ

た
献
花
式
で
安
全
の
誓
い
を
述
べ

る
米
子
地
本
亀
山
執
行
委
員
長

【現場略図】

【当日の列車ダイヤ】

【平面略図】

　

私
た
ち
工
務
博
多
分
会
は
、

小
倉
新
幹
線
保
線
技
術
セ
ン

タ
ー（
博
多・博
多
基
地
保
線
管

理
室
）、博
多
新
幹
線
電
気
技

術
セ
ン
タ
ー
、グ
ル
ー
プ
会
社
への

出
向
者
を
含
め
、組
合
員
64
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
16
日

に
分
会
大
会
を
開

催
し
、野
口
分
会

長
の
も
と
、新
し

く
女
性
組
合
員
に

も
執
行
部
に
入
っ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
近
で
は
、工

務
関
係
も
女
性
組

合
員
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
し
く
執
行
部
に

加
わ
っ
て
く
れ
た

女
性
組
合
員
と
と
も
に
、多
様

な
意
見
の
発
信・聞
き
取
り
を

お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、工
務
博
多
分
会
は
、施

設・電
気
の
２
系
統
が
一
緒
に
活

動
し
て
い
る
分
会
の
た
め
、組
合

員
同
士
の
懇
親
を
深
め
る
た
め
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
や
意
見
交
換

会
な
ど
を
開
催
し
、組
合
活
動

を
す
る
中
で
親
し
く
な
り
、仕

事
を
す
る
う
え
で
も
円
滑
に
業

務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、各
方
面
か
ら
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
〈
福
岡
地
本
発
〉

　

２
０
０
６
年
１
月
24
日
に
発

生
し
た
伯
備
線
触
車
事
故
で
、

３
名
の
尊
い
仲
間
の
命
を
失
って

か
ら
20
年
が
経
過
し
た
。

　

米
子
地
方
本
部
で
は
、１
月

24
日
に
、「
米
子
地
方
本
部 

２
０

２
６
年
安
全
の
集
い
」の
開
催

と
、根
雨
駅
構
内
に
あ
る「
安
全

碑
」で
追
悼
献
花
式
を
行
い
、３

名
の
御
霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、二
度
と
こ
の
よ
う

な
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、

参
加
者
全
員

で
安
全
の
誓

い
を
新
た
に

し
た
。

　

米
子
ワ
シ

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

れ
た「
２
０
２
６
年
安
全
の
集

い
」に
は
、米
子
地
方
本
部
約
70

名
の
組
合
員
と
中
央
本
部
か
ら

川
端
書
記
長
、杉
野
教
育
部
長
、

組
織
内
議
員
で
議
員
団
会
議
議

長
の
中
田
利
幸
氏
が
参
加
し

た
。

　

冒
頭
、米
子
地
方
本
部
亀
山

執
行
委
員
長
は
、「
鉄
道
事
業
は

多
く
の
職
種・系
統・エ
リ
ア
間・

他
会
社
と
の
連
携
の
も
と
成
り

立
って
お
り
、『
確
認
会
話
』が
重

要
で
あ
る
。安
全
を
最
優
先
と

し
列
車
を
運
行
す
る
た
め
に
は
、

ワ
ン
チ
ー
ム
で
業
務
に
当
た
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。お
客
様
は

も
と
よ
り
、働
く
社
員
を
守
る

た
め
、安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
米
子
地
方
本
部
と
し
て
創
り

上
げ
て
い
く
」と
挨
拶
し
た
。

　

そ
の
後
、事
故
直
後
の
ニュ
ー

ス
映
像
を
視
聴
し
、事
故
後
入

社
の
執
行
委
員
か
ら
事
故
概
況

の
説
明
を
聞
き
、「
Ｊ
Ｒ
西
労

組・Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合 

安
全
お

守
り
手
帳
」を
活
用
し
た
デ
ィ
ス

カッ
シ
ョン
を
行
い
、参
加
者
全
員

で
伯
備
線
触
車
事
故
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、安
全
に
対
す
る
思

い
を
共
有
し
た
。

　

安
全
の
集
い
終
了
後
は
、根
雨

保
線
管
理
室
横
に
あ
る
安
全
碑

に
お
い
て
、追
悼
献
花
式
を
行

い
、亀
山
執
行
委
員
長

は
、「
安
全
最
優
先
の
職

場
を
創
り
上
げ
る
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
、働

く
者
全
員
で
Ｊ
Ｒ
西
労

組
は
、〝
安
全
で
信
頼
さ

れ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
〞を

創
り
上
げ
る
」と
安
全

の
誓
い
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、参
加
者
全

員
で
花
を
手
向
け
、お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
３

名
の
仲
間
の
御
霊
に
哀

悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、事
故
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、安
全
な
鉄
道
を
築
く

誓
い
を
固
め
合
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、「
働
く
者
の

安
全
の
確
保
が
、ひ
い
て
は
鉄
道

の
安
全
確
立
に
つ
な
が
る
」と
の

信
念
の
下
、引
き
続
き
安
全
最

優
先
と
す
る
風
土
の
構
築
を

行
っ
て
い
く
。

 

　

２
０
０
１
年
１
月
24
日
に
、山

陽
本
線
明
石
〜
朝
霧
駅
間
で
発

生
し
た
触
車
死
亡
事
故
か
ら
25

年
が
過
ぎ
た
。

　

２
０
２
６
年
１
月
24
日
に
、中

央
本
部
と
神
戸
地
方
本
部
は
、

神
戸
保
線
区
西
明
石
管

理
室
内
に
、Ｊ
Ｒ
西
労
組

の
強
い
要
望
で
建
立
さ
れ

た「
安
全
の
碑
」と
事
故

現
場
に
て
、哀
悼
の
意
を

込
め
て
花
を
手
向
け
た
。

　

そ
し
て
、お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
仲
間
の
組
合

員
の
御
霊
に
、二
度
と
仲

間
を
失
う
よ
う
な
事
故

を
発
生
さ
せ
な
い
決
意
を

報
告
し
た
。

事故の概況
　2006年１月24日13時18分頃、伯備線の根雨駅～武庫駅間で保線
作業を行っていた仲間３名が、遅れてきた特急列車（スーパーやくも９号）
に触車し、命を落とした。事故後、再発防止に向け、ＧＰＳ列車接近警報装
置、可搬式区間防止装置（ＡＴＳ）、触車事故防止準則の改正など様々な
安全対策が講じられた。

■伯備線触車事故■山陽本線朝霧・明石駅間触車事故

事故の概況
　2001年１月24日9時34分頃、山陽本線の朝霧駅
～明石駅間の朝霧川橋梁上り電車線において、線路
内で現場調査を行っていた保線区の仲間１名が、姫路
発米原行の快速電車（電第736T列車）に触車し、命
を落とした。事故後、５秒ルールの制定などの安全対策
が講じられた。

山
陽
本
線
明
石
〜
朝
霧
駅
間

　
　
　
　
触
車
死
亡
事
故
か
ら
25
年

 

二
度
と
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
意
を
固
め
る
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女
性
組
合
員
の
増
加
を
機
に

　
　
　
職
場
の
多
様
な
意
見
の
交
換
を
実
施

福岡地方本部
　　　 工務博多分会

参
加
者
全
員
で
安
全
の
誓
い
新
た
に

伯備線触車死亡事故から20年
安全の集いと追悼献花式を行う
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